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(57)【要約】
【課題】金属で作製される電池ケース及び放熱板と、よ
り大きいパワーのセメント抵抗と、を採用することによ
り、構造が簡単となり、過充電放電の過程中に放熱効果
が良くなる過充電放電装置付き二次集合電池を提供する
。
【解決手段】複数の二次電池を収容する収容空間を有す
る電池ケースと、電池ケースに固定されている放熱板と
、電池ケースに設けられており、二次電池の数量と同じ
各二次電池に電気的に接続されている過充電放電モジュ
ールを有し、各過充電放電モジュールは、電量を消耗し
放熱板に固定されているバランス抵抗を含む過充電放電
装置と、を含む過充電放電装置付き二次集合電池におい
て、電池ケースは金属で作製され、放熱板は金属で作製
され、バランス抵抗は、セメント抵抗であり、更に、複
数の第１継ぎ手と、各第１継ぎ手に脱着可能に結合され
ている複数の第２継ぎ手と、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の二次電池を収容する収容空間を有する電池ケースと、
　前記電池ケースに固定されている放熱板と、
　前記電池ケースに設けられており、前記二次電池の数量と同じ前記各二次電池に電気的
に接続されている過充電放電モジュールを有し、前記各過充電放電モジュールは、電量を
消耗し前記放熱板に固定されているバランス抵抗を含む過充電放電装置と、
　を含む過充電放電装置付き二次集合電池において、
　前記電池ケースは金属で作製され、前記放熱板は金属で作製され、前記バランス抵抗は
、セメント抵抗であり、更に、前記各過充電放電モジュールと電気的に接続されている複
数の第１継ぎ手と、前記各セメント抵抗と電気的に接続されており、前記各第１継ぎ手に
脱着可能に結合されている複数の第２継ぎ手と、を含むことを特徴とする、
　過充電放電装置付き二次集合電池。
【請求項２】
　前記電池ケースは、更に、外面と、前記外面から突出し、互いに距離を置いている二つ
の第１結合部と、を有し、前記放熱板は、前記電池ケースの前記外面から離間し、前記各
セメント抵抗を収容する放熱板部と、前記放熱板部に設けられており、前記第１結合部と
それぞれ結合する二つの第２結合部と、を有し、これにより、前記放熱板と前記電池ケー
スから、流体が通過可能な放熱空間が形成されることを特徴とする、請求項１に記載の過
充電放電装置付き二次集合電池。
【請求項３】
　前記過充電放電装置は、更に、前記電池ケースの前記収容空間の開口に設けられている
回路板を有し、前記回路板には、前記各過充電放電モジュールと、前記各第１継ぎ手と、
前記各二次電池とが電気的に接続されていることを特徴とする、請求項１に記載の過充電
放電装置付き二次集合電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二次集合電池に関し、特に、過充電放電装置付き二次集合電池に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　二次集合電池を充電するときには、電池管理装置（Ｂａｔｔｒｅｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅ
ｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ、以下、ＭＢＳと称し）によって監視して、各二次電池の充電を調整
することにより、単一の二次電池の過充電による損壊を回避することが可能である。しか
しながら、ＭＢＳが極めて高価であり、損壊しやすいため、ＭＢＳの代わりに、過充電保
護回路が開発された。
【０００３】
　過充電保護回路は、二次電池に過充電する電量をバランス抵抗によって消耗することに
より、当該二次電池の電圧の持続上昇による損壊を回避することが可能である。しかしな
がら、バランス抵抗が低パワーの抵抗を採用するため、バランス抵抗によって電量を消耗
しているときに、バランス抵抗に高熱が生じると同時に、充電されている二次電池に熱も
生じる。数量が多すぎる二次電池を同時に充電し且つ電量を消耗すると、二次集合電池に
多い熱が生じて、充電効果が降下する。
【０００４】
　上記の問題を解決するために、放熱経路、放熱構造と放熱ファンから構成される放熱シ
ステムが採用されて、二次集合電池の放熱問題を解決することが一般的である。しかしな
がら、従来の放熱システムは、追加の構造なため、二次集合電池全体の設計が複雑となり
すぎ、放熱効果が良くない問題があった。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の主な目的は、金属で作製される電池ケース及び放熱板と、より大きいパワーの
セメント抵抗と、を採用することにより、構造が簡単となり、過充電放電の過程中に放熱
効果が良くなる過充電放電装置付き二次集合電池を提供することにある。　
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の過充電放電装置付き二次集合電池は、複数の二次電池を収容する収容空間を有
する電池ケースと、電池ケースに固定されている放熱板と、電池ケースに設けられており
、二次電池の数量と同じ各二次電池に電気的に接続されている過充電放電モジュールを有
し、各過充電放電モジュールは、電量を消耗し放熱板に固定されているバランス抵抗を含
む過充電放電装置と、を含む過充電放電装置付き二次集合電池において、電池ケースは金
属で作製され、放熱板は金属で作製され、バランス抵抗は、セメント抵抗であり、更に、
各過充電放電モジュールと電気的に接続されている複数の第１継ぎ手と、各セメント抵抗
と電気的に接続されており、各第１継ぎ手に脱着可能に結合されている複数の第２継ぎ手
と、を含むことを特徴とする。
【０００７】
　本発明の過充電放電装置付き二次集合電池は、電池ケースが、更に、外面と、外面から
突出し、互いに距離を置いている二つの第１結合部と、を有し、放熱板は、電池ケースの
外面から離間し、各セメント抵抗を収容する放熱板部と、放熱板部に設けられており、第
１結合部とそれぞれ結合する二つの第２結合部と、を有し、これにより、放熱板と電池ケ
ースから、流体が通過可能な放熱空間が形成されることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の過充電放電装置付き二次集合電池は、過充電放電装置が、更に、電池ケースの
収容空間の開口に設けられている回路板を有し、回路板には、各過充電放電モジュールと
、各第１継ぎ手と、各二次電池とが電気的に接続されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の過充電放電装置付き二次集合電池によれば、金属で作製される電池ケース及び
放熱板と、より大きいパワーのセメント抵抗と、を採用することにより、構造が簡単にな
り、過充電放電の過程中に放熱効果が良くなるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施例を示す分解斜視図である。
【図２】本発明の一実施例の組合済み状態を示す斜視図である。
【図３】本発明の一実施例を示す平面図である。
【図４】本発明の一実施例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１から図３を参照する。本実施例の過充電放電装置付き二次集合電池は、電池ケース
２０と、放熱板３０と、過充電放電モジュール４０と、複数の第１継ぎ手５０と、複数の
第２継ぎ手６０と、から構成される。
【００１２】
　電池ケース２０は、金属で作製され、放熱能力が良く、複数の二次電池１０を収容する
収容空間２１を有する。本実施例では、二次電池１０が四つある。電池ケース２０は、更
に、外面２２と、外面２２から突出し、互いに距離を置いている二つの第１結合部２３と
、を有する。
【００１３】
　放熱板３０は、金属で作製され、放熱能力が良く、電池ケース２０に固定されている。
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本実施例では、放熱板３０は、電池ケース２０の外面２２から離間する放熱板部３１と、
放熱板部３１に設けられており、第１結合部２３とそれぞれ結合する二つの第２結合部３
２と、を有する。これにより、放熱板３０と電池ケース２０から、流体が通過可能な放熱
空間３３が形成される。第１結合部２３と第２結合部３２は、螺子３４によって結合する
。
【００１４】
　過充電放電装置４０は、電池ケース２０に設けられており、二次電池１０の数量と同じ
各二次電池１０に電気的に接続されている過充電放電モジュール４０を有する。各過充電
放電モジュール４０は、電量を消耗し放熱板３０に固定されているバランス抵抗を含む。
　本実施例では、前記各バランス抵抗がセメント抵抗４１である。各セメント抵抗４１は
、放熱板３０の放熱板部３１に固定されており、放熱空間３３に位置する。各セメント抵
抗４１は、放熱板３０に押付ける熱伝導面４１１と、二つの螺子４２によって放熱板３０
に締め付けるロック部４１２と、複数の放熱溝４１３と、を有する。
【００１５】
　各第１継ぎ手５０は、各過充電放電モジュール４０に電気的に接続されている。
【００１６】
　各第２継ぎ手６０は、各セメント抵抗４１と電気的に接続されており、各第１継ぎ手５
０に脱着可能に結合されている。
【００１７】
　次に、本実施例の機能及び効果を説明する。電池ケース２０と放熱板３０は、金属で作
製され、放熱能力が良いため、各二次電池１０が過充電されているときに生じる熱が、金
属で作製される電池ケース２０に吸収されて、大気に放出される。これにより、過充電さ
れている各二次電池１０の温度を快速に降下することが可能である。また、各二次電池１
０が過充電されているときには、過充放電モジュール４０のセメント抵抗４１により電量
が消耗される。このとき、セメント抵抗４１は、放熱溝４１３を有するため、電力から変
換される熱が大気に放出され、そして熱伝導面４１１を介して熱が放熱板３０に伝導され
て、熱が放熱板３０の表面から大気に放出されて、セメント抵抗４１の温度が迅速に降下
する。
　このように、本発明の過充電放電装置付き二次集合電池によれば、金属で作製される電
池ケース２０及び放熱板３０と、より大きいパワーのセメント抵抗４１と、を採用するこ
とにより、構造が簡単となり、過充電放電の過程中に放熱効果が良くなり、高熱による爆
発を防止することが可能となるという効果を有する。
【００１８】
　特に、本実施例は、より大きいパワーのセメント抵抗４１を採用し、且つ金属で作製さ
れる電池ケース２０と、各セメント抵抗４１が設けられている金属製の放熱板３０と、を
採用するため、放熱システムを別に設けることが必要ないため、構造が簡単となり、過充
電放電の過程中に放熱効果が良くなる。
【００１９】
　放熱板３０の各セメント抵抗４１は、第２継ぎ手６０を介して、過充電放電モジュール
４０の第１継ぎ手５０に電気的に接続されており、そして第１継ぎ手５０と第２継ぎ手６
０が脱着可能に結合するため、修理及び組付けが便利となる。
【００２０】
　過充電放電装置４００は、更に、電池ケース２０の収容空間２１の開口に設けられてい
る回路板４０１を有する。回路板４０１には、各過充電放電モジュール４０と、各二次電
池１０とが電気的に接続されている。各過充電放電モジュール４０は、更に、放電スイッ
チとする半導体スイッチ４３と、一対の二次電池に対して電圧を測定する電圧測定ユニッ
ト４４と、を含む。電圧測定ユニット４４と半導体スイッチ４３との作動方式は、従来の
ものと同じため、説明を省略する。
　回路板４０１は、更に、正極ヘッド４０２と、負極ヘッド４０３と、を有する。正極ヘ
ッド４０２と負極ヘッド４０３は、二次集合電池の電力出力端とする。
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【００２１】
　本発明は、二次集合電池に適用することができる。
【符号の説明】
【００２２】
１０　　二次電池
２０　　電池ケース
２１　　収容空間
２２　　外面
２３　　第１結合部
３０　　放熱板
３１　　放熱板部
３２　　第２結合部
３３　　放熱空間
３４　　螺子
４０　　過充電放電モジュール
４１　　セメント抵抗
４２　　螺子
４３　　半導体スイッチ
４４　　電圧測定ユニット
５０　　第１継ぎ手
６０　　第２継ぎ手
４００　過充電放電装置
４０１　回路板
４０２　正極ヘッド
４０３　負極ヘッド
４１１　熱伝導面
４１２　ロック部
４１３　放熱溝
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